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概要:塩素化ポリエチレンベースの広い温度領域、周波数領域で
高い制振性を示す高性能制振材の開発にあたり昨年は充填剤の影響
を報告したが本報では軟化剤の影響を報告する。
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1、はじめに
近年、居住性の観点から種々の観点から

制振、防振に関するニーズが高まっている。
一般に制振は振動エネルギーを熱エネルギ
ーに、防振はゴム材料などの変形エネルギ
ーに変換しその特性を発揮しているo 制振
に性の指標は損失係数に代用されるが通常、
高分子材料は特定温度に単一ピークを有し
その温度で制振特性は最大となる。しかし
振動の発生源は多岐にわたり、更にその振

動の周波数、環境温度も変化するためその
対応が求められている。昨年はその対策と
して塩素化ポリエチレン CPE、ポリ塩化
ピニルPVC、エポキシ化天然ゴム ENR
を選定しそのプレンド性を検討し更に制振
性を高める充填剤の検討結果を報告したが
本報では軟化剤の影響を報告する。その概
要はENRがPVCとCPEの相溶化剤と
なり、そのプレンド比、 CPEの塩素含量、

表1、試験に使用した材料の性状

供試材料 略号 性状 製造会社

差益悪霊ピニル PVC 103EP P、場。196。 日本ゼ'*，ン
リエチレン CPE 塩素含量

H-135 3 
エポキシイヒ天然ゴム ENR50 エポキシ5基%50m lu岬ulanGu油rie

充填剤 平均位子径μm 形状 製造会社

焼ph成lc喝ク~pレitーe E〈パi伺ー(81ゲmスd#t3e30窃〉S〉 41.0 5 
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可塑剤、軟化剤 略号 受鰻富京 製造会社 備考

クオクチ通ル話フデタレート DOP -53 
クマロン ンオイル15E C15E 15 
クマロン C90 90 

C120 120 
ストラクト-Jレ60。N s S60NS 100 
アJItコンP-10 AP100 100 
スーパーエステルA-L SAL -10 

A-75 SA75 75 
A-100 SA100 100 
A-115 SA115 115 
A-120s 2A00 120 

ポリプテン200SH PB200SH 1210 5 
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